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主論文 

Autofluorescence imaging with a transparent hood for detection of colorectal                     

neoplasms: a prospective, randomized trial 

 

大腸腫瘍性病変の拾い上げ診断における透明フードを併用した自家蛍光内視鏡の 

有用性:前向き無作為化比較試験 
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論文審査の要旨 

 

本研究は，時に重大な問題となりうる大腸内視鏡検査中の病変の見落としを

減らすため，従来の観察法（白色光観察;WLI）より多くの腫瘍性病変を発見で

きる新規検査法の開発を目的として計画された．筆者らは特殊な波長の照射光に

より腫瘍性病変を色調の違いとして描出できる自家蛍光内視鏡(AFI)に先端透明

フード(TH)を装着して観察する新規観察法を考案し，前向き無作為化比較試験

を行なった．561 名の症例を登録し，WLI もしくは AFI,及び TH の有無によって

設定した 4 群(WLI 単独群，WLI+TH 群，AFI 単独群，AFI+TH 群)に無作為に割り

付けて検査を行い，一症例あたりの腫瘍性病変の発見割合を比較した．各群の

背景因子に差はみられなかったが，新規観察法である AFI+TH 群の大腸腫瘍発見割

合［95%信頼区間］は 1.96［1.50–2.42］で,標準的観察法である WLI 単独群の 1.19

［0.93–1.44］に比べて統計学的に有意に高かった.またサブグループ解析では，隆起

型腫瘍の発見割合は TH 装着によって有意に向上し,平坦型腫瘍の発見割合は AFI

によって有意に向上していた. すなわち，今回検討した AFI と TH は，それぞれ違

うタイプの病変を拾い上げ，それらを組み合わせることにより全体の腫瘍発見

割合を向上させており，本研究では多数の症例を登録して新規観察法の有用性

を証明しただけでなく，病変を見落とすメカニズムが二種類存在し，どちらに

も対応できるように技術を組み合わせることが重要であることを初めて明らか

にした研究といえる．これらの発見は見落としのない大腸腫瘍の早期発見を可

能とし，ひいては大腸癌予防に貢献しうるものであり，有意義な研究と評価で

きる．公聴会に置ける質疑応答も適確であり，参考文献と合わせて医学博士の

学位に十分値する研究である．  
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器内視鏡診断学

の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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